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要約 : 本研究の目的は 我が国造園建設業が継承し また継承すべき伝統的作庭技術 工法などの造園的本
質と特質を明らかにしようとするものである
 飛鳥時代にはじまる作庭をみると 身近に庭をつくるために在所の地勢を活かし 資材に 自然材
料地場材料 を使い そして作る方法は 自然に順応した工法 をとった この規範は 近世に至
るまで 造られたかたちは変わっても つくる過程の態様として大きな変化はなかった
 職能分担などの業務形態の発展は 建築土木に比べて仕事の量は劣ったにも拘らず 社会経済の変化















































護岸は 数種が出土しているが 高さは 2*	+** cmで
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る 身の外法は幅 ,/ cm, 高さ推定 ,/ cm, 内法は幅 +2 cm,
高さ +- cmで 蓋の幅は ,/ cm, 厚みは 0 cmである また
これに付随する取水口の構造もおおよそ判明しており 栓
を設ける仕掛けが付けられている






























は 高陽院 関白藤原頼通屋敷跡 堀河院の池 池底か

























































岩推定重量 +.- tの親石を扱っている +-./年頃には天龍































剪定	 とは 高木梢の剪定を含む 樹木の剪定のこと





と 今昔著聞集 +**0 では 月の眺めの障りとなる木
を伐採し 景観の維持を図っている様が述べられている
タチバナの実に付いた虫の飛散防止のために 虫害木を伐
採する方法が 発心集 +,+0 にある 伐採による虫害
駆除方法が存在していたことが明らかである
掘り取りした根の切り口養生及び植え穴復土	 とは









株分けは 掘り分かたせ	 あるいは 分栽	 と称し 作業
は活着容易な降雨後か曇の夕方行うこととされていたこと
から 各種手法の存在を示している 挿木については タ
チバナ 八重ザクラ 紅白のウメの下枝が またツツジの
下ろし枝が挿木材として珍重されたことが 沙石集
+,2-にある貴族階級での好事ごととして存在した接木
については 品種保存の手法として 藤原定家の 明月記








希少木あるいは目に立つ樹木は 召上げ	 と称し 時の
権力者が強権を行使し 他者が愛玩する庭木を徴収した























































a 夢窓疎石の作庭体制+3 鎌倉時代 +-/+年没














b 善阿弥中心の作庭専門集団の体制 室町時代 +.2,
年没
善阿弥が 1-歳 長禄 ,年 +./2 のとき 相国寺蔭涼軒
の作庭をして以来 京都で活躍した記録がある 応仁の大
乱中は奈良に避難して 興福寺大乗院その他の作庭に従事
した 文明三年 +.1+ のことで その条件が 経覚私要
+.1, に記されている,*






礼記 室町中期,+にある 比較して善阿弥集団は 相当
































き 小堀遠州へも状遣ス さつと申遣ス 南禅寺庭之事
石など被仰付下候様にと申遣ス	とある金地院の作庭を
庭立石木之事遠州次第仕由申遣	,.と委任していること






























存在した 目黒駒場御薬園預 として 御薬園の管理一切
を 植村佐平次が世襲で勤めた また 小石川御薬園奉行
は 岡田利左衛門が世襲で御薬園の管理一切を仕切った
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配下の小石川御薬園預 同心 ,名および御薬園荒子 あら
しこ が 薬草の栽培や製薬を行った さらに 吹上奉行
またの名を吹上花畑奉行がいて 吹上の御庭を管理し 御
茶屋の掃除や庭の手入れを司った 配下に添奉行 +名 役
人目付 御庭入口番人組頭 御庭敷方世話役 書役 同下
役 御鳥方 御薬園方 御花壇役 苗木方 御普請之者
三の丸明地口番人及び御掃除之者とある 城の中心のお庭
のために一揃いの管理運営体制が整っていた 浜御殿奉
行 が 今の浜離宮庭園である浜御殿を守り 庭園の管理
を掌る役として置かれていた 配下には 浜御殿添奉行








もに 業行政ともいえる職人政策 業の統制 徴税などを
展開している 江戸初期の建築 武具関係の職人は 職人
町 国役町 に居住をさせられた 代りに地子 ちし税
金 が免除され 代償に親方は無償で江戸城の建設に従事
する国役 くにやく をつとめる義務を負った 国役は時
代ともに変化し 役銀 代役銭 となった 職人たちは
親方層を中心に地域ごとに仲間を形成しこれを 内仲間
と呼んだ 得意先関係の調整 手間賃の協定 新規参入の
職人や弟子にかかわる問題を話し合って決める 利益を守
るための 横の結束 をつくった 幕府は この動きを黙
認あるいは統制と制御をした 元禄 +,年 +033 には 諸
職人を統制するための 肝煎 を定めた,3 建築関係職は
瓦 石切など網羅してあるが 作庭に関するものはない
享保 0年 +1,+ には様な職人組合を多数の職種に作ら
せているが これにも作庭関係職は現れない これ等が町
奉行の所管する いわゆる居職人を主とするものであるの







は 庭石商	 という表現をもって その存在を示してい
る

雍州府志 +02,-+は 京都の克明な地誌で 土石の






人の住所氏名を列挙している 医師 儒者 絵師 狂言師
など .0種の諸師諸芸の項の最後に 庭作が掲げられてい
る 庭作 には からす丸あやノ小路下ル町 道花	 と
一者のみ記されている 諸師諸芸の次には 諸職名匠の項
があるが +1*を超える当時の職種が掲げられているが











る姿が一枚に描かれている また 茶湯者 ちゃのゆ
しゃ が 数奇屋囲等の茶亭をしつらひ 路次入草木の植
やう 云	 とあり 少なくとも茶庭の作りに関わりを
持っていたことがわかる この他図彙に作庭と関係する職
を拾うと 作業部に 梃者 普請場で 大石大木を引き動
かす 木遣 大木大石を引くときの勢いづけなど 砂









京都御役所向大概覚書-.は +1+1 に畿内 近江 丹
波 播磨八ヶ国の諸都市や其の周辺の村について 調査
作成されたものである 編纂は京都奉行所が中心となり
その内容は 政治 経済 宗教等きわめて多方面にわた
る百科的な資料である 建築関係は 細部の職人までも掲
載されているが 関連する作庭関係の職については何ら見








徭役	 : 古代律令制度下での強制的労働力提供 契約に
基づく場合は 和雇	 といった
様工 ためし工	 : 奈良時代後期における最小限の必
要な食料等の給付の保証の下に 仲間同志が協同で請負っ
た手間請負に類似し 今日の 切り投げ	 に相当する
工人座の大工職 大工職	 : 律令体制の崩壊後の荘園
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を中心に 多数の職人や労働者を支配下に強大な能力を有
して工事を直轄した
見積り合せによる請負 : 室町中期 +.-0 に御殿の造
営工事に三人の大工に見積りを徴する例が出現した
手間請負 : +/3, 相国寺の方丈修理に大工と桧皮工
とを競わせた事例が出た
本格的な請負工事契約の初見 : +0., 美濃南宮神社
の三重塔の造営における本格的一式請負の事例が出現し
た
土木の公開競争入札 : 江戸中期には 土木工事の公開

























工事規模は 面積約 /,***m,の区域に 3**m,ほどの池
を掘り 藤戸石を始めとする大石 護岸石約 +,-**個を据
えた 植栽は 総数数千本を植え 苔を張る工事である
次に工期は 有名な豊臣秀吉の最晩年になされた慶長 -
年 +/32 -月 +/日の醍醐の花見の後 .月 1日に秀吉か
ら指名された新庄直定他 ,名の奉行が縄張りをしたときに
























従事者として 藤戸石を据え終わった 3日には 手伝い
-**人来るとある大石景石の搬入据付と同時並行工
事で池掘削掘削土運搬取下ろし敷き均しが行われた
こと また ,*日までの +*日間に石及び池工事が概成して
いるのは驚異的なことである つづく .月 ,1日には植

















































強引になされた すなわち 東山山荘の造営は 義政ひい
ては室町幕府権力の衰退と共に進行していった
造営は 文明 +.年 +.2,	 に始まる常御所造営の明くる
年の完成 次に西指庵が文明 +1年 +.2/	 に出来上がり
つづいて会所の造営を長享元年 +.22	 まで行い 最後の
銀閣の造営の .期に分けて進められた 人夫の調達は 西






作庭工事が本格化する長享 ,年 +.23	 に入ると この
人夫役を上下久世荘に付したが 激しい抵抗にあってい
























が禅寺の庭である と述べている 立原は 荒びの言葉と
しての意味については 説明を加えていない
古語辞典では 荒びとは いよいよ進むこと 心の進む












純粋芸術 Pure Art	 とよびかえることとし この純粋
芸術にくらべると俗悪なもの ニセモノ芸術と考えられる
作品を 
大衆芸術 Popular Art	 と呼ぶこことし 両者
よりもさらに広大な領域で芸術と生活の境界線上にあたる
作品を 
限界芸術 Marginal Art	 と呼ぶ事にしてみよ
う と また 限界芸術は 非専門的芸術家によってつく
られ 非専門的享受者によって享受される と述べ 芸
術の発展を考えるに際して まず限界芸術を考えること










飛鳥 奈良 平安 鎌倉時代の作庭における池及び水利
の確保 植栽の維持管理 これらに関わる材料調達は 一
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言でいうならば 素朴で 自然で 合理的である
この 自然材料地場材料による日本式庭園の根本は
自然尊重 石水木へのアミニズム的態度だとされる.,










時代の寛文 3年 +0.2 完成の赤穂城跡二ノ丸庭園錦帯池
の発掘調査.-をみても 池の工法 水利の取り方などさし
たる差がない 異なる点は 給水管に竹管 木樋に並んで
瓦管 備前焼管など資材の進化である
特異な技術技能の存在が読み取れる代表的事例として
は 岡山後楽園の高さ 1.0 m, 周囲 ,, mの大立石と烏帽子
岩と呼ばれる巨石の石組がある.. この二つには それ
ぞれに対応する木製模型の雛形が後楽園に伝わっている
































り まだ活動していた時代である 鳶 煉瓦積工 畳職人






宗匠が関西から江戸に来た 近村 現在の三河島 根



















ら 普通物は甲州 筑波秩父方面から 植木は下総
千葉埼玉県方面から買い入れるようになっている
+*年ぐらい前 昭和と大正の境 まで 植木屋と言っ
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Characteristics of Japanese Garden’s Construction
Technique, Production System and Worker’s Spirits
By
Naosuke KOIZUMI* and Isoya SHINJI**
(Received May ,/, ,**0/Accepted March +/, ,**1)
Summary : The purpose of this research is to clarify the essence and characteristics of traditional
gardening techniques and methods which the Japanese gardening industry should adapt.
+. When we look at gardening during the Asuka era, a nature-friendly method was adapted by
utilizing the lay of the land surrounding a residence and using natural and locally available
materials. Although the shape of construction has been changed this standard as a gardening
process has been unchanged until the modern era.
,. The development of allotment of industry and business has taken similar tracks along with
the social economy although the quantity of work was less compared with the construction
business. In the Edo era, the sales industry of materials such as plants, stone etc., were strong.
However, the existence of landscape gardening workers who handled the soil directly has been
scarcely recognized.
-. The gardener’s image of a landscape or garden greatly inﬂuences the workmanship of the
garden and leads to the gardener’s actions for reﬂecting the beauty of simple and artful nature.
The basic elements of traditional landscape gardening construction to which the modern land-
scape construction industry should adapt were clariﬁed.
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